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まと火に点火する合川中生徒（岩手県山田町）

地
に
車
と
衷
と
も
す

住
民
多
数

訪

れ

る

住
宅
で
激
励
も

北
秋
田
市
の
合
川
中
学
校
（
小

笠
原
茂
人
校
長
）
の
生
徒
や
住
民

約
5
0
人
が
1
2
日
か
ら
2
泊
3
日
の

日
程
で
岩
手
県
山
田
町
を
訪
問

し
、
伝
統
行
事
の
「
ま
と
火
」
を

と
も
し
、
東
日
杢
（
震
災
の
犠
牲

者
の
霊
を
供
養
し
た
。

ま
と
火
は
1
3
日
に
山
田
北
小
学

校
の
駐
車
場
で
行
わ
れ
た
。
約
工

、
2
0
㍍
の
長
さ
に
わ
た
っ
て
、
た

い
ま
つ
が
と
も
さ
れ
た
。
阿
仁
川

の
土
手
で
行
わ
れ
る
本
番
の
1
0
分

の
工
の
規
模
だ
が
、
暗
闇
に
「
つ

な
ぐ
」
の
文
字
が
浮
か
び
上
が
っ

た。
ま
と
火
の
点
火
に
先
立
っ
て
、

生
徒
た
ち
は
周
辺
の
3
カ
所
の
仮

設
住
宅
約
5
0
0
件
を
訪
問
し
、

被
災
者
た
ち
を
励
ま
し
な
が
ら
、

ま
と
火
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け

た
。
生
徒
た
ち
の
熱
意
が
通
じ
会

場
は
大
盛
況
と
な
っ
た
。

会
場
で
は
J
A
あ
き
た
北
央
が

無
償
で
材
料
を
提
供
し
た
、
だ
ま

こ
鍋
5
0
0
人
分
を
用
意
し
訪
れ

た
住
民
に
ふ
る
ま
っ
た
。
山
田
町

筍
光
協
会
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お

知
ら
せ
を
掲
載
す
る
な
ど
協
力
。

だ
ま
こ
鍋
は
〝
売
り
切
れ
″
と
な

った。ま
と
火
は
毎
年
お
盆
の
1
4
日
夜

に
開
か
れ
る
先
祖
供
養
の
伝
統
行

事
。
開
催
に
合
川
中
も
協
力
し
て

い
る
。
震
災
後
は
先
祖
と
と
も
に

震
災
犠
牲
者
の
供
養
も
兼
ね
て
行

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
被
災
地
訪

問
を
望
む
声
が
地
域
に
あ
っ
た
。

今
回
は
県
の
「
子
ど
も
ふ
る
さ
と

交
流
推
進
事
業
」
を
活
用
し
、
訪

問
が
実
現
し
た
。

生
徒
ら
は
1
8
日
に
市
役
所
や
J

A
を
訪
問
し
、
成
果
を
報
告
す
る

こ
と
に
し
て
い
る
。

週
末
ネ
イ
チ

ク
ラ
フ
ト
体
蛤

森
吉
山

鳥
獣
セ
㌧

北
秋
田
市
の
森
吉
山

セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

津
谷
永
光
市
長
）
は
、

－
で
週
末
ネ
イ
チ
ャ
ー

体
験
教
室
を
開
設
し
て

時
間
は
午
前
1
0
時
豊

ま
で
。
参
加
は
無
料
。
餌

4
日
ま
で
。
問
い
合
わ

省
秋
田
自
然
保
護
官
禽

0
⊥
8
・
8
6
7
・
8
馬

大
き
な
イ
モ
に
歓
声

拙
納
謂
園
児
と
一
緒
に
収
穫

作
業
終
了
後
は
体
育
館
に
移

動
。
収
穫
を
祝
っ
て
「
わ
っ
し
ょ

い
、
わ
っ
し
ょ
い
」
と
み
こ
し
の

連
行
を
行
っ
た
ほ
か
、
蒸
し
た
サ

ツ
マ
イ
モ
を
日
蓮
味
わ
っ
た
。

北
秋
田
市
の
比
内
養
護
学
校
た

か
の
す
分
校
の
児
童
と
南
鷹
巣
保

育
園
の
園
児
が
1
5
日
、
サ
ツ
マ
イ

モ
の
収
穫
を
行
っ
た
＝
写
真
。
児

童
と
園
児
は
香
に
一
緒
に
植
え
た

サ
ツ
マ
イ
モ
を
据
り
な
が
ら
交
流

て
好
転

し
た
。
■

活
動
で
こ
の
日
が
2
二
が

回
目
。
6
月
に
た
か
‥

収
穫
方
法
を
学
ん
だ
後
に
畑
に
移

動
。
サ
ツ
マ
イ
モ
の
つ
る
を
見
つ

け
て
は
引
っ
張
っ
た
り
、
掘
っ
た

り
し
て
収
穫
し
た
。
大
き
く
成
長

し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
が
土
の
中
か
ら

出
て
く
る
と
歓
声
が
上
が
っ
た
。

の
す
分
校
前
の
畑
に

植
え
た
サ
ツ
マ
イ
遠
野

期
間
延
長
で
定
員

超
過
し
1
8
日
面
接

青
少
年
国
際
　
や

交
流
研
修
団

北
秋
田
市
は
、
中
国
に
中
高
生

を
派
遣
す
る
青
少
年
国
際
交
流
研

修
団
の
参
加
者
募
集
を
締
め
切
っ

た
。
定
員
に
満
た
な
い
た
め
、
募

集
期
間
を
延
長
し
た
結
果
、
定
員

5
人
に
対
し
、
8
人
が
応
募
し

た
。
1
8
日
に
面
接
を
行
う
。
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ど
を
予
定
。
派
遣
期
闇

～
1
1
日
の
5
泊
6
日
。

年
と
の
交
流
、
文
化

問
、
産
業
施
設
で
の
躁

ど
を
予
定
し
て
い
る
。

（
航
空
葦
、
宿
泊
酎

現
地
交
通
費
）
は
市

る。
応
募
資
格
は
市
内
げ

る
中
学
⊥
年
か
ら
高

で
、
保
護
者
の
同
意
舶

月
3
0
日
に
締
め
切
っ
串

に
対
し
2
人
だ
け
だ
（

た
め
期
間
を
延
長
し
み

8
人
の
応
募
と
な
っ
脇

1
8
日
に
面
接
を
行
い

絞
り
込
む
。
参
加
費

2
6
日
に
予
定
し
て
い
乞


